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2 回実施して

きました。 

 
夫が元気な 

時は知り合い

の方々が何か

あると来て下

さっていまし

た(上写真 1周

年も)。夫亡き

2013 年からは

人が減りどう 

 

 

2025 年 7月 8 日/188号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

京
都
新
聞
6
月
26
日朝
刊

に｢

訪
問
介
護
事
業
所
が
ゼ
ロ
の

自
治
体
が
日
本
32
都道
府
県

町村

に
上
る｣｢

訪
問
介
護
事

業
者
の
倒
産
は
過
去
最
多
の
86
件
だ
っ
た
。
訪
問
介
護
士
の
報

酬
減｣

と
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
▼
全
国
の
危
機
感
を
持
つ
介

護
関
係
者
が
集
ま
っ
た
「
ケ
ア
社
会
を
作
る
会
」(

5
月
28
日)

主
催
の
院
内
集
会
。
全
国
の
介
護
状
況
は
ひ
ど
く
な
っ
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
在
宅
で
も
施
設
で
も
生
き
て
い
け
な
い
と
の
話
が
で

ま
し
た
▼

年介
護
保
険
制
度

が
作
ら
れ
、
昨
年

年
の
改

定
が
あ
り
、
訪
問
介
護
の
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
ホ
ー
ム
へ
ル

パ
ー
が
集
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
食
べ
て
い
け
ま
せ
ん
か
ら
。

事
業
所
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
来
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ
っ
て
も
断

ら
ざ
る
を
得
な
い
実
態
だ
そ
う
で
す
。
事
業
所
は
潰
れ
ま
す
▼

次

年
の
改
定
で
は
更
な
る
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
の
引
き

下
げ
、
要
介
護
1

，

2
を
市
区
町
村
の
総
合
事
業
に
移
行
し

よ
う
と
の
ね
ら
い
が
伺
え
ま
す
▼
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
が

万
人
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が
あ
る
か
ら

仕
事
が
何
と
か
で
き
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
制
度
は
高
齢

者
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
で
す
。
高
齢
者
と
若
い
世
代

と
の
対
立
を
あ
お
る
人
が
い
ま
す
が
、
間
違
い
で
す
▼
今
、
介
護

離
職
10
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
家
の
女
の
方
々
が

背
負
っ
て
き
た
介
護
だ
か
ら
安
価
な
賃
金
で
と
思
わ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
離
職
者
が
さ
ら
に

増
え
ま
す
▼
国
と
は
別
に
独
自
に
動
く
所
が
あ
り
ま
す
。
新
潟

県
村
上
市
で
は
介
護
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
る
方
に
給
付
金
を
出

し
て
支
援
。
ま
た
東
京
世
田
谷
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
い
う
団
体
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す(

ケ
ア
社
会
上
野
千
鶴
子
さ
ん
の
話
か
ら)

。
そ
こ
こ
こ
で
、

高
齢
者
も
若
者
も
自
分
事
と
し
て
声
を
あ
げ
れ
ば
と
変
わ
る
の 

で
は
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
私
自
身
の
決
意
を
込
め
て
。 

 

次
の
一
歩
（九
）訪
問
介
護 

 ●
振
り
返
っ
て 

 
1 月餅つき会 

 
6月1周年記念行事 
 

 
写真は全て2010年のものです 
 

あっという間の 16年でした 

早いものです。まるごと館は｢集まる、人

がつながる｣場をめざして 
 2009年6月6日にオープン

しました。夫の構想でした。 

館を知ってもらうために 
初めは人が来られない

ことが多かったです。気持

ちの上での転機は 2009 年

の 
に知って

いただく

ために出

来ること

があるっ

てわかり 

 

まるごと市の実施です。館の存在を人 

かったですが、翌

11 月からまるご

と館たよりを作

り、生涯学習セン

ターと男山公民館 

 に少数です

が、置かせて

いただいてい

ます。ありが

たいです。ま

たそれ以降ま

るごと市も年 

 

 

 
9 月玄米を食べる 

 

 
10月秋のまるごと市 

 

 
2月味噌作り 
 

ましたから、パソコンを

ほとんど使っていなか 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の状況は 
 2022 年秋からは食事会をのぞき平常通

り行ってきています。でも16年という歳

月は何をもたらしたかと言えば高齢化で

す。勿論蓄積したものはたくさんありま

すが。コロナ禍前に来て下さった方々が

随分来られなくなりました。病気・入院、

中にはなくなられた方もおられ、寂しい

思いもたくさんしています。 

オープン当時50代だった私も高齢者で

す。でも、続けられる限り続けようと思っ

ています。後継者は？と言われたこともあ

りますが、難しいです。 

 16年間の感謝を込めて 
出来ることを参加して下さる方々と共に

動けたらいいなあと思います。 

野菜生産者の方々、館を理解して下さる

ご近所の方々、講習会を楽しみにして下さ

っている方々、講師の方々と共に最善の努

力を尽くしていけたらいいなあと思いま

す。たくさんありがとうございました。 

  

コロナ禍では 
どなたも外に出ることが出来なくて苦

しかったと思います。まるごと館でも来

られる方々が少なくなり辛かったです。し

かも講習会を延期したり、まるごと市や

餅つき会は全て中止にしましたから。 

   気がつくと 
 いつもどなたかが傍にいて下さって前

述の二つの山を乗り越えられたんだと思

います。今でも身に染みて感じています。 

 人が集まることが出来ない、人と人との

関係が作られないと本当に寂しいもので

す。そんな私はいつもまるごと館に参加し

て下さる皆様方に支えていただいて、今ま

での16年間やってこられたんです。 

 

していこうか

と思い悩む

日々 でした。

やめるという

選択肢はなか

ったですが。 

   

こんな時も 

 
7月布ぞうり講習会 

 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜藍の生葉染め＞  
7 月 4 日(金)13 時 30 分～  杉浦絹代さん 参加費 1 枚＋材料費で 1000 円前
後、2枚染められる方は 1500円前後です。詳しくは当日に。持ち物 ゴム手袋、エ
プロン、汚れてもいい服、タオル 
＜パソコン教室＞     
7 月７日(月)10 時～12 時 パソコンを持って来て下さい。費用 200 円(コーヒーつき)  
毎週月曜日 10 時～12 時です。 
オカリナクラブ ひまわり＞ 7 月は 7 日と 14 日、8 月は 18 日と 25 日に行います。 
7月７日(月)13時30分～ 毎週月曜日、祝日はお休みです。参加費100円 

絵手紙講習会>  描く材料があれば持って来てください。 
7 月９日(水)午後 1 時 30 分～ 森本玲子さん 200 円(コーヒー付き) 
<楽しい理科の実験 NO62> 鬼ヤンマをつくる 持ち物 油性黒いペン大小 
7 月 18 日(金)13 時 30 分～ 講師 木下章司さん 参加費 300 円(コーヒーつき) 
＜歴史を学ぶ 新八幡の歴史 NO69>    
7 月 23 日(木)１3 時 30 分～ 講師出口修さん 参加費 100 円  月 1 回で 
<映画上映会＞｢学校Ⅱ｣ 1996年 122分 山田洋次監督、西田敏行 
7月 30日(水)13時～ 参加費 100円 

9日 パソコンを開けてご自
分の興味あることを楽しま
れる時間になってきていま
す。ネットを見られたり、
Word で作業されたりされて
います。その間におしゃべり
もあって楽しいですよ。 
 

パソコン教室 

4日 ｢学校｣。何らかの事情で学校に通うことが
できなかった年齢も国籍も様々な人たちが夕方
や夜間に通う夜間中学校。まだそういう場を持
たない県がたくさんあります。識字教室という 
 

映画上映会 

形でも行なわれています。最近の映画｢35 年後
のラブレター｣は夜間中学校での実際のお話。字
を知ってゆく中で教師も含めて人と人との交流
が築かれてゆきます。胸を打つ映画でした。 

 

<6月にこんなことをしました> 

 

11日 この日は初の午前中の講義、出口修さんは
前回に引き続き菖蒲革の話をして下さいました。
八幡宮は菖蒲革を将軍に献上したりしていまし
た。また、諸大名からの注文も多くあったそうです
が、中々受け付けられなかったそうです。1657年
1月に江戸大火があり10万人以上の方がなくなり
ました。その影響か火事装束(革羽織、革頭巾)に 
も革が使われだしました。さらに財布や小物入れ 
 

の弱体化で菖蒲革は朝廷にも献上されるよう
になったと言います。権力のある方に取り入
ろうということかなと思います。京都では奉
行所の承認のもと白革の独占が認められ
ていましたが、他地域ではどうなのかと思
いました。大阪白革師の話を聞き、大阪で
は鹿の皮を剥いでなめすのは被差別部落の
方々がされていた仕事かなと思いましたが。 
 

八幡の歴史 や巾着等にも革が登
場し、庶民にも浸透
していったそうで
す。神宝所神人には
莫大な収入が入って
きました。江戸の終
わり頃になると幕府 
 

示の話があって、いつも慌て
て準備していたことを思い出
します。色紙の課題もだされ
四苦八苦しました。今思うと
課題を出されたから一歩前進
できたと思うのです。 

11日 雨の中を皆さん来て下さいました。この
日は8人といつもより参加者が少なかったので 
 

なられますように。いつもなら森本さん
が文化センターミニギャラリーでの展 
 

すが、いつものように和気
あいあいと話が弾みます。
そこに森本玲子さんがい
て下さればアドヴァイス
もあり、いうことないのに
と話が続きます。早くよく 
 

絵手紙講習会 

声を出されよかったです。そこで知り合い
の方にも会えました。小西さんはいつも司
会をして下さってありがとうございます。 
 

16日 デイサービスセンターやまばとさんに15
人でオカリナの演奏に行ってきました。初めて 
の場での演奏で緊張しました。オカリナ、ハーモ 

オカリナひまわり ニカやキーボー
ドピアノ、フルー
トの演奏で歌を
うたっていただ
き、参加者の方々
は初め小さい声
でしたが、最後く
らいには大きな 

コラムが前回と重なってしまいましたが、
今本当にしんどい状況です。毎月介護保険
料を天引きされていてもそれが使えない
状態がでてくるのではないかと危惧され
ます。要介護1，2が市町村の総合事業に
与されたら大変なことに。そんな気持ちで
書きました。まだまだ知らなければと思い
ます。ご存じの方から教えていただけたら
嬉しく思います。(うえたにじんこ)     

 

暑い日が続いています。世界でもスペイ
ンでは 40℃が続発、アメリカや中国では
豪雨で水害が起こり沢山の方がなくな
っています。日本でも水害が。これから
ますますひどくなってゆくことが予想
されます。戦争している場合ではないと
思いますが。地球そのものが危ないで
す。どうか皆様暑さにはお気をつけてくだ
さい。 
 

＜あんなこと・こんなこと＞ 

 

八幡まるごと館 7月・8月の予定   

 

休館 7月19日(土)・7月 28日(月)午後 
8月11日（月）～8月16日(土) 

＊ 
＊ 


